
7月
（文月） JULY
16日・海の日

高齢等で運転免許証を返納した者の申請に
より交付される返納前５年間の運転経歴の証
明書。従来は、交付後６か月に限り身分証明
書として使えましたが、本年４月１日から期
間制限がなくなったことに伴い、税法で規定
する金融機関等に提示する本人確認書類に
も、運転経歴証明書が追加されています。

国　税／6月分源泉所得税の納付 7月10日
国　税／納期の特例を受けた源泉所得税（1月〜6月分）の納付

7月10日
国　税／所得税予定納税額の減額承認申請 7月17日
国　税／所得税予定納税額第1期分の納付 7月31日
国　税／5月決算法人の確定申告（法人税・消費

税等）、11月決算法人の中間申告 7月31日
国　税／8月、11月、2月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 7月31日
地方税／固定資産税（都市計画税）第2期分の納付

市町村の条例で定める日
労　務／社会保険の報酬月額算定基礎届 7月10日
労　務／労働保険料（概算・確定）申告書の提出・

（全期・１期分）の納付 7月10日
労　務／障害者・高齢者雇用状況報告 7月17日
労　務／労働者死傷病報告（4月〜6月分）7月31日

運転経歴証明書

7 月 の 税 務 と 労 務

ワンポイント
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決
算
書
の
見
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る

の
は
、
今
や
経
営
者
だ
け
に
限
っ
た

こ
と
で
な
く
、
社
員
全
体
が
決
算
書

の
見
方
を
知
っ
て
、
自
分
の
会
社
の

業
績
を
い
か
に
上
げ
て
い
く
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
自
分
が
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
っ
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え

る
べ
き
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
決
算

書
の
基
本
的
な
見
方
を
理
解
し
て
、

会
社
の
業
績
ア
ッ
プ
に
役
立
て
ま
し

ょ
う
。

決
算
書
と
は
、
企
業
の
決
算
手
続

き
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
決
算
報

告
書
で
、
端
的
に
言
え
ば
会
社
の

「
成
績
表
」
で
す
。
代
表
的
な
も
の
に
、

決
算
日
等
の
企
業
の
財
政
状
態
（
現

金
・
売
掛
金
・
借
入
金
・
資
本
金
等

の
金
額
）
を
表
し
た
「
貸
借
対
照
表
」

と
、
事
業
年
度
等
の
期
間
の
企
業
の

経
営
成
績
（
売
上
高
・
経
費
・
利
益
）

を
表
し
た
「
損
益
計
算
書
」
が
あ
り

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
貸
借
対
照
表
を
見

れ
ば
財
産
や
借
金
が
い
く
ら
あ
る
の

か
が
わ
か
り
、
損
益
計
算
書
を
見
れ

ば
一
年
間
で
の
売
上
規
模
や
い
く
ら

儲
け
た
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

売
上
高
は
着
実
に
増
え
て
い
る
の

に
現
金
や
預
金
は
一
向
に
増
え
る
気

配
が
な
い
、
前
期
に
比
べ
て
実
質
的

に
利
益
が
増
え
て
い
る
の
か
減
っ
て

い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
利
益
は

様
々
な
方
面
に
投
資
さ
れ
ま
す
の
で
、

現
金
預
金
と
し
て
残
る
よ
り
は
、
む

し
ろ
形
を
変
え
て
資
産
と
し
て
残
る

方
が
自
然
で
す
。

売
上
高
の
増
減
は
目
に
見
え
る
形

で
表
れ
ま
す
が
、
利
益
は
「
売
上
総

利
益
」
「
営
業
利
益
」
「
経
常
利
益
」

「
税
引
前
当
期
純
利
益
」「
当
期
純
利

益
」
と
五
段
階
に
分
け
て
表
記
さ
れ
、

そ
の
段
階
に
応
じ
て
様
々
な
費
用
が

計
上
さ
れ
る
た
め
、
な
か
な
か
本
質

を
つ
か
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
税
引
前
当
期
純
利
益

や
当
期
純
利
益
が
プ
ラ
ス
な
ら
利
益

が
上
が
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
経
営
の
健
全
性
か
ら
す

れ
ば
、
五
つ
の
利
益
が
す
べ
て
プ
ラ

ス
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え

ま
す
。

利
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
売
上

増
を
図
る
一
方
で
、
で
き
る
だ
け
無

駄
を
省
き
費
用
を
減
少
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
必
要
な
費
用
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
が
生
み
出

さ
れ
ま
す
の
で
、「
利
益
」
と
「
費
用
」

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
無
駄
を

省
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
　
売
上
総
利
益

売
上
高
か
ら
売
上
原
価
を
控
除

し
た
粗
利
益
。
売
上
総
利
益
率

（（
粗
利
益
率
）
＝
売
上
総
利
益
／

売
上
高
）
の
高
低
は
、
そ
の
企
業

の
収
益
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な

る
。
人
件
費
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
な
経
費
を
捻
出
で
き
る
だ
け
の

余
裕
の
あ
る
金
額
が
求
め
ら
れ
る
。

②
　
営
業
利
益

企
業
の
主
な
営
業
活
動
か
ら
生

じ
た
収
益
か
ら
、
営
業
並
び
に
そ

れ
に
付
随
す
る
管
理
の
た
め
に
必

要
な
費
用
を
差
し
引
い
た
利
益
で
、

営
業
活
動
に
よ
る
成
果
を
表
す
。

売
上
高
営
業
利
益
率
（
＝
営
業
利

益
率
／
売
上
高
）
の
高
低
は
、
販

売
費
及
び
一
般
管
理
費
の
無
駄
使
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い
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
示
し
、
経

営
効
率
の
良
否
を
示
す
。

③
　
経
常
利
益

営
業
活
動
に
よ
る
成
果
（
営
業

利
益
）
か
ら
、
本
来
の
営
業
活
動

以
外
の
活
動
か
ら
生
じ
た
収
益
並

び
に
金
利
の
支
払
等
の
財
務
的
費

用
を
加
減
し
た
後
の
利
益
で
、
企

業
の
正
常
な
状
態
で
の
収
益
を
表

す
。
本
業
で
の
実
績
と
金
融
収
支

と
を
合
わ
せ
た
企
業
の
ト
ー
タ
ル

な
収
支
を
表
す
こ
と
か
ら
、
企
業

の
収
益
性
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な

る
。
売
上
高
経
常
利
益
率
（
＝
経

常
利
益
／
売
上
高
）
の
高
低
は
、

企
業
の
経
営
効
率
を
示
す
た
め
、

高
い
ほ
ど
経
営
基
盤
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
と
い
え
る
。

④
　
税
引
前
当
期
利
益

経
常
利
益
に
特
別
利
益
を
加
え
、

こ
れ
か
ら
特
別
損
失
を
控
除
し
た

税
額
を
決
定
す
る
基
準
と
な
る
純

利
益
。

⑤
　
当
期
純
利
益

法
人
税
等
の
税
金
を
控
除
し
た

会
社
の
最
終
利
益
（
経
営
の
成
果
）。

①
　
売
上
原
価

製
造
業
で
は
製
品
を
つ
く
る
た

め
の
原
材
料
費
や
経
費
な
ど
、
卸

小
売
業
で
は
商
品
の
仕
入
代
金
や

運
送
費
な
ど
。

②
　
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

販
売
や
事
務
処
理
な
ど
に
要
す

る
人
件
費
・
広
告
宣
伝
費
・
通
信

費
・
交
通
費
な
ど
通
常
の
事
業
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用
。

③
　
営
業
外
費
用

企
業
が
本
来
の
目
的
と
す
る
事

業
活
動
以
外
か
ら
生
じ
た
費
用
を

い
い
、
支
払
利
息
な
ど
の
金
融
費

用
を
い
う
。

④
　
特
別
損
失

投
資
を
目
的
と
し
た
株
式
の
売

却
損
、
不
動
産
の
売
却
損
な
ど
通

常
の
事
業
活
動
に
基
づ
か
な
い
特

別
な
又
は
臨
時
に
発
生
す
る
費
用
。

⑤

法
人
税
・
地
方
税
（
住
民
税
・

事
業
税
）

会
社
の
利
益
（
損
失
）
に
係
る

税
金
。

会
社
に
ど
う
い
う
種
類
の
資
産
が

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
把

握
し
、
流
動
負
債
や
固
定
負
債
に
つ

い
て
は
、
確
実
な
返
済
計
画
を
立
て

て
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
経
営
の
元
手
で
あ
る
自

己
資
本
を
で
き
る
だ
け
充
実
さ
せ
、

経
営
の
安
定
化
を
図
る
努
力
も
必
要

で
す
。

①
　
流
動
資
産

通
常
一
年
以
内
に
現
金
化
、
費

用
化
で
き
る
も
の
。

資
産
の
現
金
化
の
度
合
い
を

「
流
動
性
」
と
い
い
、
資
金
繰
り
に

最
も
重
要
な
企
業
の
支
払
能
力
を

表
示
す
る
。
こ
の
支
払
能
力
は
、

一
般
的
に
流
動
比
率
（
＝
流
動
資

産
／
流
動
負
債
×
一
〇
〇
％
）
で

表
示
さ
れ
、
一
〇
〇
％
を
上
回
れ

ば
上
回
る
ほ
ど
支
払
能
力
に
余
裕

が
あ
り
、
一
五
〇
％
程
度
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

②
　
固
定
資
産

販
売
目
的
で
な
く
継
続
的
に
会

社
で
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
財
産
で
、
自
己
資
本
の
範
囲
内

（
固
定
比
率
一
〇
〇
％
以
内
）
が
健

全
な
姿
。

③
　
資
産
合
計

会
社
が
保
有
す
る
す
べ
て
の
財

産
の
合
計
金
額
。
回
収
で
き
な
い

債
権
は
な
い
か
、
製
品
や
原
材
料

に
無
駄
な
在
庫
は
な
い
か
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

④
　
流
動
負
債

原
則
と
し
て
一
年
以
内
に
支
払

い
又
は
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
債
務
。
流
動
資
産
の
三
分
の
二

程
度
に
抑
え
る
の
が
目
安
と
な
る
。

⑤
　
固
定
負
債

返
済
義
務
が
一
年
を
超
え
る
債

務
で
、
長
期
借
入
金
や
預
り
保
証

金
な
ど
。
固
定
資
産
÷
（
固
定
負

債
＋
自
己
資
本
）
が
一
〇
〇
％
以

下
が
理
想
で
す
。

⑥
　
資
本

総
資
本
（
負
債
・
資
本
合
計
）

に
占
め
る
自
己
資
本
（
資
本
合
計
）

の
比
率
が
高
い
ほ
ど
会
社
の
財
務

基
盤
は
安
定
し
て
い
る
。

事
業
資
金
の
多
く
を
何
で
ま
か

な
っ
て
い
る
か
の
度
合
い
を
「
健

全
性
」
と
い
い
、
企
業
の
経
営
上

の
財
務
的
健
全
性
を
表
示
す
る
。

こ
の
健
全
性
は
、
一
般
的
に
は
自

己
資
本
比
率
（
＝
自
己
資
本
／
総

資
本
×
一
〇
〇
％
）
で
表
示
さ
れ
、

こ
の
比
率
が
五
〇
％
を
超
え
て
い

る
と
優
良
と
さ
れ
る
。

⑦
　
負
債
・
資
本
合
計
（
総
資
本
）

会
社
の
経
営
に
使
っ
て
い
る
す

べ
て
の
資
金
の
合
計
金
額
。
短

期
・
長
期
の
債
務
が
ど
れ
く
ら
い

あ
り
、
返
済
計
画
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
を
十
分
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
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アイスクリームで
暑い夏を乗り切ろう

古代のアイスクリームは、現在のシャー
ベットのようなもので、お菓子としてでは
なく疲れた身体を元気にする「健康食品」
として利用されていました。日本人とアイ
スクリームの出会いは江戸末期、幕府が派
遣した使節団が訪問先のアメリカで食べた
のが最初で、そのおいしさに驚嘆したとい
われています。

日本アイスクリーム協会のアイスクリー
ム白書によると、日常生活のいろいろなシ
ーンでアイスクリームをよく食べる「とり
あえずアイス族」が増加しているそうです。

シーン別の食べたいお菓子や飲み物で
は、アイスクリームは「お風呂のあと」で
は第１位（45.2%）、「お酒を飲んだあと」
では第２位（14.0%）に選ばれており、
「寝る前」「帰り道」「仕事の合間」など日
常生活のいろいろなシーンに「コーヒー・

紅茶・ココア」に次ぐ高い順位で登場しま
す。アイスクリームが特別なシーン限定の
スイーツではなく、どんなときにもよく合
い、みんなが大好きな便利で重宝する存在
となっていることがわかります。

10代・20代の女性は朝からアイスを食
べる人が多く、20代・30代の男性はお風
呂の後にビールを飲むよりもアイスを食べ
る人が多くなっています。50代の男性は
「お酒を飲んだあと」にアイスを食べたく
なる人が多く、「運動のあと」にアイスを
食べたくなるのは60代男性。60代女性は、
栄養が手軽に摂取でき、具合が悪いときに
も食べやすいので、栄養補給と機能性でア
イスを活用しているようです。

アイスのオススメの食べ方として、「熱
い日本茶をかけて」「くずきりに入れて」
「電子レンジでチンして少し溶かす」「ポテ
トチップスにのせて」などがあります。

食べ過ぎに注意して暑い夏を乗り切りま
しょう。

7月号 4

成
功
者
は
、
諦
め
な
か
っ
た
こ
と

を
成
功
の
条
件
に
あ
げ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
す
ぐ
に
諦
め
る
人
に
し
て

み
れ
ば
、
自
分
に
は
な
い
特
別
な
才

能
が
あ
る
か
ら
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

誰
で
も
ま
ず
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
し
ま
す
が
、
そ
の
目
標
が
簡
単
で

も
困
難
す
ぎ
て
も
意
欲
が
起
こ
り
ま

せ
ん
。
ゴ
ル
フ
を
し
た
こ
と
の
な
い

人
が
プ
ロ
並
み
の
目
標
を
設
定
し
て

も
、
や
る
前
に
諦
め
て
し
ま
い
ま

す
。
難
易
度
と
達
成
感
の
バ
ラ
ン
ス

が
最
適
で
な
い
と
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー

選
手
も
『
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
。

頑
張
れ
ば
で
き
そ
う
な
こ
と
。
そ
う

い
う
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
い

と
、
遠
く
の
大
き
な
目
標
は
近
づ
い

て
こ
な
い
』
と
話
し
て
い
ま
す
。

理想の上司

明治安田生命保険の調査によると、今
春入社の新社会人の『理想の上司のイメ
ージに合う有名人』の男性上司１位には、
“頼もしさ”や“知性的”なイメージが支
持されたジャーナリストの池上彰さんが、
女性上司１位には、テレビなどで“姉御
肌”を覗かせる女優の天海祐希さんが選
ばれ、それぞれ連覇を果たしました。

池上さんは、メディアで難しい経済用
語や国際問題などをわかりやすく解説す
る知性的なイメージ、大学教授として教
壇に立つ姿勢が支持され、天海さんは、
ドラマ等で演じる“キャリアウーマン”
のイメージ、マルチな活動や仕事と向き
あう姿勢が支持されました。

昨今のサッカーブームの影響もあり、
同調査の男性７位には長谷部誠選手、女
性６位には澤穂希選手がスポーツ界から
選ばれています。

継
続
は
力
な
り


